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法人の概要
業務実施計画
１　指定法人業務要求水準書「第2の２基本方針等」に対する基本的な考え
＜令和８年度の達成目標に向けた取組の基本方針＞
　＜障害福祉サービス事業所等への支援業務に関し、公平・公正性確保のための対応・考え方＞
２　業務計画に沿って安定した業務を行う組織・人員体制及びその他の能力
＜全道規模での事業展開が可能であることの説明（道内拠点の状況等）＞
＜事業実施に係る組織・職員体制（配置する職員の実務経験・知識等）＞
　　・組織・職員配置体制（総括責任者）
　　
　　・指定法人業務開始予定日
＜当該事業に類似する過去の実績等＞
３　事業計画
Ⅰ　工賃向上計画の策定・推進事業
■個別経営相談
【事業目的等】
　　経営の専門家である中小企業診断士による個別経営相談を実施することにより、障害福祉サービス事業所における「工賃向上計画」の作成支援及びその適切な推進を図る。
＜実施内容・方法＞
＜要求水準達成のための対応・考え方＞
　　　○障害福祉サービス事業所のニーズ（地域、時期、内容等）に対応した方法で実施されること
○経営等に関し、十分な知識を有するコンサルタントが選任されること　　　　　　
      ○相談内容や相談による効果等を公表し、他事業所の相談依頼に結びつけること
■経営・技術指導
　　【事業目的等】
　　　　企業経営に関する基礎知識や製造技術等の専門技術等に関する講習等の実施により、障害福祉サービス事業所における企業経営的ノウハウの導入及び職員の資質の向上を図る。
＜実施内容・方法＞
　　＜要求水準を達成するための対応・考え方＞
○障害福祉サービス事業所のニーズ（地域、時期、内容）に対応した方法で実施されること
○様々な製品又は役務に応じた技術指導がなされること
○企業経営的ノウハウの導入、職員の資質向上（営業力向上等）に向けた効果的な取組
であること
　■障害福祉サービス事業に関するアイディア募集
　　【事業目的等】

　　　　障害福祉サービス事業所職員や一般道民などから、障害福祉サービス事業に関するアイディアを募集し、その内容について実現の可能性等を検討するなどして、事業の改善や新たな取組につなげる。
　　＜実施内容・方法＞
　　＜要求水準を達成するため対応・考え方＞
　　　○募集は、適切な時期に様々な機会を利用し、広く周知を図ること
○寄せられたアイディアの分析・検討を行い、実現性のある取組については、効果的に
活用されるものであること
Ⅱ　障害福祉サービス事業所間の連携・共同化
■障害福祉サービス事業所間連携・共同化の促進
　　【事業目的等】
　障害福祉サービス事業所間による事業の連携・共同化の促進を図るため、モデル事例の周知を図るとともに、連携・共同化に向けたアドバイス等を行う。
＜実施内容・方法＞
＜要求水準を達成するため対応・考え方＞
　　　○十分な知識を有するアドバイザーが選任されること
○連携・共同化に向けた効果的な実施内容であること
○取組内容、成功事例は積極的に公開・周知すること
○地域のネットワークを活用した販路拡大がなされること

○複数事業所間の連携による商品開発を促進すること

Ⅲ　市場調査・商品開発事業
　　■ニーズ調査及び商品評価
　　　【事業目的等】
　　　　企業等のニーズ把握と商品評価により、障害福祉サービス事業所の商品力の向上を図る。　　　
＜ニーズ調査の内容・方法＞
　＜商品評価の内容・方法＞
　　＜要求水準を達成するための対応・考え方＞
○障害福祉サービス事業所の意向等を踏まえた効率的かつ効果的な取組であり、成果品（データ等）の有効活用が図られるものであること
○アドバイス実施後の改善状況を広く周知し、多くの事業所に活用されるものであること
　  ■商品開発等に関する研修
　　　【事業目的等】
　　専門家による商品開発等に関する実践的アドバイスにより、障害福祉サービス事業所の商品・サービスの向上を図る。
＜実施方法＞
　　＜要求水準を達成するための対応・考え方＞
○障害福祉サービス事業所や市場ニーズを踏まえたテーマ等が設定されること
○十分な知識を有する講師が選任されること
Ⅳ　マッチングサポート事業
■マッチング事業〔共同受注システム〕
　　【事業目的等】
　　　　障害福祉サービス事業所の製品やサービスの販路の確保・拡大を図るため、インターネット上で、企業等が発注する仕事と障害福祉サービス事業所のマッチングの場を設けるとともに、専門コーディネーターによる受発注のコーディネートを行う。

また、地域での複数事業所による原材料の共同仕入れや企業の発注ニーズに対する作業量及び作業工程の分担受注等の調整を行う。
＜共同受注システム＞
・ホームページの内容・運営方法
・障害福祉サービス事業所間の連携調整
＜専門コーディネーターの配置及び活動内容＞　　　
＜優先調達の推進＞

　　＜障がい者就労施設等の製品・サービスのＰＲ＞
＜事業の周知活動＞
＜要求水準を達成するための対応・考え方＞
○経営、マーケティング等に関し、十分な知識等を有するコーディネーターが配置され
ること
○コーディネーター等により積極的に新規企業の開拓が図られるものであること　
○利用者の利便性を考慮するとともに、アクセス数増が期待できる魅力ある専用ホーム
ページ（共同受注システム）の構築・運用がなされること
○障害福祉サービス事業所の連携・共同化に向けた実現性のある取組であること
○共同受注システムへの障害福祉サービス事業所等の登録拡大に向けた効果的な取組であること
○道の各部局等への情報提供は、定期的かつ活用されやすいものであること
○マッチング事業及び障害福祉サービス事業所の製品・サービスの認知度向上が期待できる効果的かつ効率的な事業のPR方法であること
■多様な販路の確保
　　　【事業目的等】
　　　　　障害福祉サービス事業所の製品やサービスの新たな販路の開拓等を図るため、経済団体や企業等が主催する商談会やイベント販売等への参加。
　　　　　また、商談会等における商品提案力等の向上を図るための研修会等を実施する。
＜実施内容・方法＞
＜要求水準を達成するための対応・考え方＞
○出展障害福祉サービス事業所及び商品の選定は客観的で合理的な方法であること
　　　○スキルアップ研修は、障害福祉サービス事業所の現状及びニーズを踏まえた内容であること
　　　○複数の企業（業種）との会議等を設定し、多くの事業所が参加できるものであること
Ⅴ　アクション及び企業認証制度の普及・啓発事業
■アクション及び企業認証制度の普及・啓発
【事業目的等】
アクション及び企業認証制度の登録件数拡大に向け、登録申請受付及び制度の普及・啓発活動を行う。
＜申請受付及び審査事務の適切・迅速な処理がなされる体制であること＞
＜登録・認証企業の公表内容・方法等＞
＜アクション・認証制度の広報＞
　　　＜要求水準を達成するための対応・考え方＞
　　　○申請受付・審査事務の適切・迅速な処理がなされる体制であること　
○登録・認証企業の公表内容・手段等が効果的であること
○令和８年度末までに認証企業数2３６社の目標達成に向けた、効果的な制度のＰＲ
方法であること
Ⅵ　その他本事業の目的等のために必要と思われる取組の提案（自由記載）
　＜取組内容＞
Ⅶ　上記Ⅰ～Ⅵの各事業の実施に関し関係機関との連携にあたっての考え方
　＜考え方＞　
Ⅷ　各事業相互の関連性についての考え
　＜考え方＞
４　苦情処理への対応・考え方
５　秘密保持・個人情報保護の体制・考え方
別記様式２
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